
急速に発達する低気圧とその後の大気不安定について
（暴風、高波、土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒） 令和7年10月31日12時50分

実況天気図
10月31日09時

予想天気図
10月31日21時

【警報級となる可能性のある期間】

（■可能性がある、■可能性が高い）

【大雨の見通し】（単位：mm 多いところ）

＜ポイント＞  日本付近で急速に発達する低気圧の影響で、11月１日（土）は北日本では非常に強い風が吹いて大しけとなる。また、

西日本から北日本の太平洋側では雷を伴って非常に激しい雨が降る所がある。低気圧が通過した後も、１１月２日（日）から３日

（月）にかけて、北日本から東日本では大気の状態が不安定な状況が続くため、天気が急変するおそれがある。

＜概況＞ 31日（金）9時現在、日本の南には前線が停滞しており、前線上の四国沖と東シナ海には低気圧があって、東北東に進

んでいる。四国沖の低気圧は31日夜にかけて東日本太平洋側に進んだ後、１日には進路を北よりに変えて、中心気圧が24時間

で30hPa以上深まって急速に発達しながら北日本に接近する。

２日は、低気圧は千島近海からカムチャツカ半島に遠ざかるが、北日本から東日本の上空約５５００メートルに氷点下30度 以下

の強い寒気が流れ込む影響で、２日から３日にかけて大気の状態が不安定な状況が続くため、天気が急変するおそれがある。

＜暴風・高波＞ 関東地方では３１日は非常に強い風が吹いて、１日にかけてしけとなる。北日本では１日は非常に強い風が吹い

て、大しけとなる。

＜大雨＞ 北日本から西日本では１日にかけて、雷を伴って非常に激しい雨が降って警報級の大雨となる所がある。

＜高潮＞ 北海道地方では１日は、警報級の高潮となる所がある。

＜突風＞ 全国的に３１日から１日にかけては落雷や竜巻などの激しい突風に注意。北日本から東日本では２日から３日は大気の

状態が不安定な状況が続く。

＜警戒事項＞ 北日本では暴風や高波に警戒、北海道地方では高潮に厳重に警戒。西日本から北日本では土砂災害、低い土地

の浸水、河川の増水や氾濫に警戒。関東地方では暴風や高波にも注意・警戒。全国的に落雷や竜巻などの激しい突風に注意。

10月31日11時時点

予想天気図
11月1日21時

1日12時までの
24時間雨量

地域

120北海道地方

120東北地方

120関東地方

150伊豆諸島

80北陸地方

100東海地方

150近畿地方

120四国地方

60沖縄地方

【暴風・高波の見通し】 (単位(風):メートル毎秒 (波):メートル)

2日1日31日

地域 波の
高さ

最大風速
（最大瞬間風速）

波の
高さ

最大風速
（最大瞬間風速）

波の
高さ

最大風速
（最大瞬間風速）

520(30)725（35）213（25）北海道地方

415(25)728（40）418（30）東北地方

315(25)523（35）423（35）関東地方

10月31日11時時点【警報級となる可能性のある期間】

【大雨の見通し】（単位：mm 多いところ）

2日1日31日日
6～2418～612～18時

大雨
北海道地方

北日本

暴風
波浪
高潮
大雨

東北地方 暴風
波浪
大雨

関東地方

東日本

暴風
波浪
大雨伊豆諸島
大雨小笠原諸島
大雨北陸地方
大雨東海地方
大雨近畿地方西日本 大雨四国地方
大雨沖縄地方沖縄・奄美

-30℃以下
の強い寒気

-30℃以下の強い

寒気が２日から３
日にかけて北日
本から東日本の

上空に流入



向こう一週間の天気


